
 

 

 

 

当金庫職員をかたる特殊詐欺やボイスフィッシングによる不正送金に注意！！ 

 

 

最近、高齢者を中心に金融機関職員をかたる特殊詐欺の電話がかかっていることを確認

しています。 

手口の一例としては、市役所職員をかたる電話で「還付金を受け取れるので、取引口座を

教えてほしい」といった語り口で取引金融機関名を聞き出し、「金融機関から電話がある」

と告げられ、その後東春信用金庫職員を名乗る者から電話があり、自宅を訪れてキャッシュ

カードと暗証番号を入手して現金を引き出すというものです。 

 また、金融機関職員をかたり電話でフィッシングサイトへ誘導し、インターネットバンキ

ングのログインパスワード等を入力させて不正送金を行う「ボイスフィッシング」の被害が

増えています。 

 

●ボイスフィッシングの手口例 

① 金融機関職員を名乗って電話をかけ（自動音声の場合あり）、メールアドレスを聞き

出す 

② フィッシングサイトの URL や 2 次元コードを記載したメールが送付され、電話で指

示されながら正当なサイトを模倣した偽サイト（フィッシングサイト）へ誘導 

③ 偽サイトでインターネットバンキングの情報等を入力させ、ID やパスワードを盗み

取る 

④ 偽サイトに入力させた情報を使い、被害者口座から不正送金が行われる 

 

 東春信用金庫職員が自宅を訪ねてキャッシュカードや暗証番号をお預かりすることは絶対

にありません。また、パスワードや暗証番号をお尋ねすることも一切ありません。 

お客様のログインパスワードやﾜﾝタイムパスワード等の入力を求めるメールや電話は詐

欺です。第三者からの指示でパスワードを入力したり、口頭で伝えたりすることは絶対に行

わないようお願いします。 

 

 

万が一、被害に遭われた場合は、最寄りの東春信用金庫店舗か警察署へご連絡・通報くだ

さい。 

 

以 上 

 


